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医療事故における事故調査の問題点 

－東京女子医大病院事件・大野病院事件・三宿病院事件 

と厚生労働省試案－ 
 

平成２３年度国公私立大学附属病院医療安全セミナー 
2011/6/30 

 弁護士 阿部隆徳 

 
1 事故調査とは？ 
 
2 今なぜ、院内事故調査報告書が問題か？（問題の所在） 
  東京女子医大病院事件・大野病院事件・三宿病院事件 
 
3 アメリカ 
(1) To Err is Human 
(2) Minnesota 
(3) Patient Safety Act 
(4) Right to a Hearing.  Accompanied by an attorney. 
 
4 日本 
(1) 院内事故調査報告書の目的は何か？ 
(2) 事故調査報告書は、交付・公表されるべきものか？ 

・交付・公表 
・医療機関が事故調査報告書の患者への開示を拒んだ場合、患者は開示請求権を有する

か？ 
  東京高裁 H15.7.15 決定 
  広島高裁岡山支部 H16.4.6 決定 

(3) 院内事故調査報告書は、裁判で使われるものか？ 
・航空機事故・列車事故・医療事故 

(4) 院内事故調査委員会の組織・院内事故調査報告書の作成に当たっては、どのようなこと

に注意しなければならないか？ 
・院内事故調査委員会のあり方―標準化はなされているか？ 
・医療安全調査委員会と院内事故調査委員会の関係はどのようなものか？ 
・委員構成はどのようにすべきか？ 
  東京女子医大病院事件の院内事故調査委員会は、なぜ心臓外科医を委員に入れなか

ったか？ 
・当事者への対応をどのように行うか？ 
  委員会への当事者の参加を許すか？ 
  当事者となった医療関係者の権利をいかにして保護するか？ 

 
5 最後にーどうすればいいのか？ 
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〔
翻
訳
者
か
ら
の
序
文
〕

本
稿
は
、
米
国
の
病
院
が
医
療
安
全

に
関
し
て
遭
遇
し
て
い
る
最
新
の
問
題

点
に
つ
い
て
、
病
院
に
対
す
る
法
的
助

言
を
専
門
と
す
る
米
国
弁
護
士
が
論
じ
、

解
決
策
を
提
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
米

国
に
お
け
る
医
療
安
全
の
現
状
お
よ
び

米
国
の
法
律
家
に
よ
る
医
療
安
全
の
視

点
は
、
我
が
国
に
お
け
る
医
療
安
全
に

も
有
用
で
あ
る
と
確
信
す
る
こ
と
か
ら
、

著
者
の
特
別
の
許
可
を
得
て
紹
介
す
る
。

原
題
は
、‶Q

uality of care and 
peer review

: A
 delicate balance” . 

原
文
は
、‶Com

pliance T
oday”

（M
ay 

2009

）
に
掲
載
さ
れ
た
。
本
稿
は
、
医

療
の
質
に
関
す
る
動
き
が
、
従
来
か
ら

の
ピ
ア
レ
ビ
ュ
ー
に
ど
の
よ
う
な
影
響

assistant；
PA

）
で
あ
り
、
医
学
部

准
教
授
な
ど
も
務
め
た
。
病
院
に
対
す

る
医
事
法
に
関
す
る
法
的
助
言
を
専
門

と
し
て
い
る
。

ち
な
み
に
、
ピ
ア
レ
ビ
ュ
ー
に
お
け

る
聴
聞
（
ヒ
ア
リ
ン
グ
）
で
は
、
病
院

の
執
行
委
員
会
と
委
員
会
を
構
成
す
る

医
師
の
代
理
と
し
て
、
聴
聞
が
適
正
な

手
続
き
の
下
に
行
わ
れ
る
よ
う
随
時
助

言
す
る
。
レ
ビ
ュ
ー
の
対
象
と
な
っ
た

医
師
が
弁
護
士
を
連
れ
て
く
る
こ
と
も

あ
る
が
、
そ
の
場
合
に
は
、
病
院
の
執

行
委
員
会
側
の
弁
護
士
と
し
て
、
レ
ビ

ュ
ー
対
象
の
医
師
側
の
弁
護
士
に
対
峙

す
る
。

も
う
一
人
の
筆
者
、Lynn M

cClel-
land

は
、
元Foley &

 Lardner LLP

（
法
律
事
務
所
）
の
ア
ソ
シ
エ
ー
ト
弁

を
与
え
る
か
を
考
察
し
て
い
る
。
こ
の

ピ
ア
・
レ
ビ
ュ
ー
と
は
、
医
療
従
事
者

に
よ
る
医
療
サ
ー
ビ
ス
の
妥
当
性
を
審

査
す
る
仕
組
み
で
、「
同
僚
間
審
査
」
と

も
訳
さ
れ
る
が
、
米
国
で
は
、
医
療
施

設
も
し
く
は
グ
ル
ー
プ
診
療
組
織
に
ピ

ア
レ
ビ
ュ
ー
機
能
を
お
く
こ
と
が
義
務

付
け
ら
れ
て
い
る（
Ｌ
・
コ
ー
ン
、
Ｊ
・ 

コ
リ
ガ
ン
、
Ｍ
・
ド
ナ
ル
ド
ソ
ン
編

『
人
は
誰
で
も
間
違
え
る
』日
本
評
論
社
、

2
0
0
0
年
、
2
7
1
ペ
ー
ジ
参
照
）。

筆
者
の
一
人
、Shirley M

orrigan 

は
、Foley &

 Lardner LLP

（
法
律

事
務
所
）の
パ
ー
ト
ナ
ー
弁
護
士
で
あ

り
、
同
事
務
所
のRegulatory and 

Strategic Counseling W
ork Group 

in health care law

の
共
同
議
長
で

あ
る
。
ま
た
、
診
療
助
手
（physician 

護
士
・
同
事
務
所
のRegulatory and 

Strategic Counseling W
ork Group 

in health care law

の
メ
ン
バ
ー
。
ロ

ー
ス
ク
ー
ル
入
学
以
前
は
、
製
薬
会
社

に
お
い
て
微
生
物
学
を
専
門
と
し
て
い

た
。一

般
に
、
個
々
の
医
師
の
エ
ラ
ー
に

焦
点
を
当
て
る
ピ
ア
レ
ビ
ュ
ー
の
結
果

を
シ
ス
テ
ム
の
改
善
に
使
用
し
よ
う
と

す
る
場
合
、
ピ
ア
レ
ビ
ュ
ー
の
機
密
性

が
失
わ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
問

題
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
裁
判
に
お
け
る

開
示
か
ら
ピ
ア
レ
ビ
ュ
ー
を
保
護
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
真
実
を
述
べ
さ
せ
、
原

因
究
明
と
再
発
防
止
に
資
す
る
こ
と
を

目
指
す
と
い
う
制
度
設
計
に
付
随
す
る

米
国
特
有
の
問
題
で
あ
る
。

こ
れ
は
、
事
故
調
査
の
結
果
を
裁
判

で
使
用
す
る
こ
と
を
許
容
す
る
日
本
の

制
度
設
計〔「
医
療
の
安
全
の
確
保
に
向

け
た
医
療
事
故
に
よ
る
死
亡
の
原
因
究

明
・
再
発
防
止
等
の
在
り
方
に
関
す
る

試
案―

第
三
次
試
案
」（
平
成
20
年
4
月

厚
生
労
働
省
）、「
医
療
の
安
全
の
確
保

に
向
け
た
医
療
事
故
に
よ
る
死
亡
の
原

因
究
明
・
再
発
防
止
等
の
在
り
方
に
関

す
る
試
案
│
第
三
次
試
案
」
お
よ
び

「
医
療
安
全
調
査
委
員
会
設
置
法
（
仮

医
療
の
質
と
ピ
ア
レ
ビ
ュ
ー
：
繊
細
な
バ
ラ
ン
ス

Shirley M
orrigan

：S. Lynn M
cClelland　

著

阿
部
隆
徳　

訳

（ 

大
阪
大
学
大
学
院
医
学
系
研
究
科
特
任
教
授
・ 

弁
護
士
・
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
弁
護
士
）

時論時論
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称
）
大
綱
案
」
に
寄
せ
ら
れ
た
主
な
御

意
見
と
現
時
点
に
お
け
る
厚
生
労
働
省

の
考
え
（
平
成
20
年
10
月
厚
生
労
働

省
）〕の
下
で
は
、
我
が
国
に
は
た
だ
ち

に
は
当
て
は
ま
ら
な
い
。

し
か
し
、
個
々
の
医
師
の
エ
ラ
ー
に

対
す
る
調
査
を
シ
ス
テ
ム
の
向
上
に
役

立
た
せ
る
と
の
視
点
は
、
日
米
で
共
有

し
う
る
も
の
で
あ
ろ
う
。ま
た
、‶cook-

book m
edicine”

（「
料
理
本
」
医
療
。

診
療
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
基
づ
く
医
療
に

対
し
て
の
批
判
的
な
表
現
）へ
の
医
師

の
抵
抗
の
解
決
方
法
や
、
質
の
監
督
を

行
お
う
と
す
る
、
よ
り
広
範
な
理
事
会

の
必
要
性
に
つ
い
て
は
、
我
が
国
に
も

同
様
に
当
て
は
ま
る
と
考
え
る
。
な
お
、

注
記
に
は
翻
訳
者
に
よ
る
も
の
も
含
め

て
記
載
し
て
い
る
。

序　

文

医
療
の
質
の
測
定
と
報
告
制
度
は
、

ピ
ア
レ
ビ
ュ
ー
の
プ
ロ
セ
ス
に
対
し
て
、

新
た
に
深
刻
な
挑
戦
を
突
き
つ
け
て
い

る
。
メ
デ
ィ
ケ
ア
・
メ
デ
ィ
ケ
イ
ド
セ

ン
タ
ー（Centers for M

edicare and 
M

edicaid Services；
CM

S. M
edi-

care, M
edicaid

の
支
払
い
を
決
定
す

る
政
府
機
関
）や
多
く
の
民
間
保
険
は
、

質
を
測
定
し
て
報
告
す
る
こ
と
を
要
求

し
、
特
定
の「
ネ
バ
ー
イ
ベ
ン
ト
」（ne-

ver events

）1）
に
対
す
る
支
払
い
を

拒
絶
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
い
る
2）

。

多
く
の
医
療
上
の
エ
ラ
ー
（m

edi-
cal error

）は
、
シ
ス
テ
ム
が
う
ま
く

機
能
し
て
い
な
い
結
果
で
あ
る
。
複
数

の
問
題
が
次
々
と
起
き
、
患
者
を
害
す

る
か
、
害
す
る
可
能
性
が
あ
る
最
終
の

エ
ラ
ー
と
な
る
。
個
々
の
イ
ン
シ
デ
ン

ト
を
評
価
す
る
従
来
か
ら
の
ピ
ア
レ
ビ

ュ
ー
の
手
法
は
、
個
人
に
焦
点
を
当
て

る
も
の
で
あ
り
、
病
院
や
医
療
ス
タ
ッ

フ
が
、
質
の
不
全
に
つ
い
て
の
、
よ
り

大
き
な
「
シ
ス
テ
ム
」
パ
タ
ー
ン
を
見

る
こ
と
を
認
め
て
い
な
い
。
こ
れ
と
は

逆
に
、
質
の
向
上
の
プ
ロ
セ
ス
は
、
病

院
全
体
に
影
響
を
及
ぼ
す
問
題
に
焦
点

を
当
て
、
将
来
に
向
け
ら
れ
た
も
の
で

な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
悪
い
結
果
が
導
か

れ
な
い
う
ち
に
、
問
題
の
あ
る
パ
タ
ー

ン
に
つ
い
て
論
じ
よ
う
と
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
3）

。

病
院
に
お
け
る
従
来
か
ら
の
ピ
ア
レ

ビ
ュ
ー
は
、
個
々
の
医
師
が
提
供
し
た

医
療
の
適
切
さ
と
質
を
、
他
の
医
師
が

評
価
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
評
価
を

行
う
他
の
医
師
は
、
一
般
的
に
は
、
評

価
さ
れ
る
医
師
と
同
じ
病
院
の
医
師
で

あ
る
。
こ
れ
は
、
個
々
の
医
師
の
エ
ラ

ー
に
焦
点
を
当
て
る
も
の
で
あ
り
、
問

題
が
起
き
て
か
ら
対
処
す
る
こ
と
が
多

い
。
個
々
の
医
師
を
含
む
イ
ン
シ
デ
ン

ト
に
応
答
す
る
も
の
な
の
で
、
組
織
内

の
シ
ス
テ
ム
の
質
を
広
範
に
向
上
さ
せ

る
た
め
の
将
来
に
向
け
ら
れ
た
調
査
に

は
不
向
き
で
あ
る
。

残
念
な
こ
と
に
、
病
院
は
、
情
報
が

ピ
ア
レ
ビ
ュ
ー
以
外
で
使
わ
れ
た
場
合

（
例
え
ば
、
質
の
向
上
の
た
め
の
、
よ

り
広
範
な
試
み
）、
多
く
の
州
が
提
供

し
て
い
る
貴
重
な
守
秘
義
務
と
、
免
責

保
護
ま
た
は
秘
匿
特
権
が
放
棄
さ
れ
て

し
ま
う
の
で
は
な
い
か
と
危
惧
し
て
い

る
4）

。
診
療
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
広
め
る

動
き
に
抵
抗
す
る
医
師
に
対
し
て
、
患

者
に
対
す
る
医
療
の
質
を
擁
護
す
る
者

と
評
す
る
向
き
も
あ
る
が
、
実
際
に
は

破
壊
的
な
行
動
を
と
っ
て
い
る
だ
け
で

あ
る
5）

。
ピ
ア
レ
ビ
ュ
ー
に
お
い
て
、

将
来
に
向
け
た
質
の
評
価
を
推
し
進
め

る
に
は
、
病
院
、
医
師
、
医
療
ス
タ
ッ

フ
、
政
府
の
監
督
官
庁
と
の
間
の
現
実

に
起
き
て
い
る
日
々
の
緊
張
状
態
に
慎

重
に
対
処
す
る
こ
と
が
要
求
さ
れ
る
6）

。

本
稿
は
、
ピ
ア
レ
ビ
ュ
ー
を
維
持
し

つ
つ
、
高
い
医
療
の
質
を
有
し
、
よ
り

安
全
な
病
院
を
創
設
す
る
と
い
う
、
困

難
で
複
雑
な
試
み
に
お
い
て
起
こ
り
う

る
い
く
つ
か
の
論
点
に
つ
い
て
考
察
す

る
も
の
で
あ
る
。

ピ
ア
レ
ビ
ュ
ー
は
、
イ
ン
シ

デ
ン
ト
が
動
因
の
プ
ロ
セ
ス

で
あ
る

医
療
上
の
エ
ラ
ー
は
、
多
く
の
場
合
、

個
々
の
医
師
の
失
敗
で
あ
る
と
い
う
よ

り
も
、
シ
ス
テ
ム
の
不
全
で
あ
る
。
米

国
医
学
研
究
所
（Institutes of M

e-
dicine；

IO
M

）
は
、
シ
ス
テ
ム
を
評

価
し
、
正
す
こ
と
は
、
個
人
の
エ
ラ
ー

だ
け
に
焦
点
を
当
て
る
よ
り
も
、
よ
り

大
き
な
結
果
を
達
成
す
る
こ
と
が
で
き

る
と
言
う
7）

。

誤
り
（m

istake

）は
、
そ
れ
が
起
き

た
状
況
を
踏
ま
え
て
見
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
個
人
の
無
能
、
障
害
、
ま
た
は
、

患
者
に
対
す
る
故
意
の
虐
待
の
場
合
は
、

患
者
が
被
っ
た
害
悪
に
対
す
る
明
確
な

個
人
の
責
任
が
あ
る
の
で
、「
従
来
か

ら
の
」
ピ
ア
レ
ビ
ュ
ー
は
、
有
効
、
有

用
で
、
必
要
な
解
決
手
法
で
あ
る
。

し
か
し
、
多
く
の
場
合
、
有
害
な
エ

ラ
ー
は
、
治
療
に
関
与
し
た
多
く
の
人

時　論
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ン
シ
デ
ン
ト
を
評
価
す
る
場
合
、
評
価

す
る
者
は
、
患
者
の
安
全
に
脅
威
を
生

じ
さ
せ
よ
う
と
す
る
「
穴
」
が
シ
ス
テ

ム
上
に
ど
の
よ
う
に
並
ん
で
い
く
か
、

考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
評

価
す
る
者
は
、
病
院
の
シ
ス
テ
ム
に
お

け
る
自
動
安
全
制
御
装
置
の
創
設
や
、

将
来
起
こ
り
う
る
同
様
の
害
悪
を
防
止

す
る
の
に
役
立
つ
、
関
与
す
る
ス
タ
ッ

フ
全
員
へ
の
教
育
を
検
討
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

こ
う
し
た
検
討
は
、
慎
重
に
行
う
必

要
が
あ
る
。
も
し
非
難
が
、
シ
ス
テ
ム

に
の
み
向
け
ら
れ
、
個
々
の
医
師
に
は

向
け
ら
れ
な
い
場
合
、
個
人
を
正
す
ア

ク
シ
ョ
ン
が
正
当
で
必
要
な
も
の
で
あ

っ
て
も
、
う
ま
く
い
か
な
く
な
る
だ
ろ

う
。
そ
の
医
師
は
、
調
査
結
果
を
指
し
、

こ
の
エ
ラ
ー
に
は
責
任
を
負
わ
な
い
と

主
張
す
る
だ
ろ
う
。
ま
た
、
分
析
と
議

論
が
、
ピ
ア
レ
ビ
ュ
ー
委
員
会
の
外
部

に
及
ん
だ
場
合
、
ピ
ア
レ
ビ
ュ
ー
の
機

密
保
護
を
維
持
す
る
こ
と
は
難
し
く
な

る
。
し
か
し
、
も
し
質
の
評
価
委
員
会

と
他
の
委
員
会
を
「
医
療
ス
タ
ッ
フ
委

員
会
」
に
含
め
た
場
合
に
は
、
そ
こ
で

の
や
り
取
り
も
保
護
さ
れ
る
こ
と
が
可

能
と
な
る
。

病
院
の
組
織
的
な
問
題
は
、
シ
ス
テ

ム
に
基
礎
を
お
く
質
の
評
価
の
ア
プ
ロ

ー
チ
の
妨
げ
と
な
る
場
合
が
あ
る
。
Ｉ

Ｏ
Ｍ
は
、
こ
の
問
題
を
認
識
し
、
医
療

の
質
の
向
上
に
関
す
る
デ
ー
タ
を
保
護

す
る
、
よ
り
強
力
な
連
邦
法
を
推
奨
し

た
10）
。
2
0
0
5
年
に
成
立
し
た
患
者

安
全
と
質
向
上
の
た
め
の
法
律
（T

he 
Patient Safety and Q

uality Im
-

provem
ent A

ct of 2005；
PSQ

IA

）

と
、
最
近
可
決
さ
れ
た
そ
の
施
行
規
則

は
、
患
者
安
全
機
関
（Patient Safety 

O
rganization；

PSO

）
に
提
出
す
る

た
め
に
準
備
を
し
た
「
患
者
安
全
ワ
ー

ク
プ
ロ
ダ
ク
ト
」
11）
の
秘
匿
特
権
を
法

定
化
し
た
の
で
あ
る
12） 

13）
。

ピ
ア
レ
ビ
ュ
ー
の
機
密
性
が

失
わ
れ
る
可
能
性

ほ
と
ん
ど
の
州
は
、
ピ
ア
レ
ビ
ュ
ー

の
機
密
を
保
持
す
る
秘
匿
特
権
ま
た
は

保
護
14）
を
制
定
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の

法
律
は
、
質
の
向
上
プ
ロ
セ
ス
を
機
密

に
し
続
け
る
こ
と
に
よ
り
、
エ
ラ
ー
に

関
す
る
同
僚
（peer

）
に
よ
る
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
、
よ
り
オ
ー
プ
ン
で

よ
り
正
直
に
な
る
と
の
考
え
に
基
づ
く

も
の
で
あ
る
。
理
想
的
に
は
、
こ
の
こ

に
よ
る
多
数
の
失
敗
の
結
果
で
あ
る
。

こ
れ
は
、
治
療
に
お
け
る
個
人
の
誤
り

が
異
な
る
シ
ス
テ
ム
に
わ
た
り
複
数
の

層
に
並
び
、
究
極
的
に
は
有
害
か
、
そ

の
可
能
性
の
あ
る
エ
ラ
ー
が
生
じ
、
患

者
に
影
響
を
及
ぼ
す
と
い
う
状
況
に
つ

い
て
、
個
々
の
誤
り
を
一
つ
の
「
穴
」

と
見
立
て
た「
ス
イ
ス
チ
ー
ズ
モ
デ
ル
」

と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
る
8）

。

Ｉ
Ｏ
Ｍ
ら
は
、
エ
ラ
ー
を
シ
ス
テ
ム

の
評
価
か
ら
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
こ
と
に

よ
り
、
主
と
し
て
個
人
に
焦
点
を
当
て

た
結
果
よ
り
も
、
よ
り
多
く
の
、
そ
し

て
場
合
に
よ
っ
て
は
よ
り
重
要
な
結
果

を
得
る
こ
と
が
で
き
る
と
信
じ
て
い
る

が
、
病
院
に
お
い
て
エ
ラ
ー
を
評
価
し
、

正
す
方
法
を
変
え
る
こ
と
は
困
難
で
あ

っ
た
9）

。

ピ
ア
レ
ビ
ュ
ー
は
、
個
人
の
医
師
に

責
任
を
帰
し
、
特
定
の
医
師
の
行
動
を

評
価
し
、
正
す
こ
と
を
目
指
す
プ
ロ
セ

ス
で
あ
る
。
シ
ス
テ
ム
を
評
価
す
る
と

い
う
の
は
、
個
人
の
責
任
が
な
く
な
る

と
か
、
軽
視
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
も

の
で
は
な
い
。
病
院
と
医
療
ス
タ
ッ
フ

は
、
有
害
な
医
師
の
行
動
を
正
し
、
制

御
す
る
手
段
を
有
し
て
い
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
一
方
で
、
病
院
が
個
々
の
イ

と
に
よ
り
、
自
由
な
意
見
の
交
換
と
問

題
の
徹
底
し
た
評
価
が
な
さ
れ
る
は
ず

で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
最
近
の
調
査
に
よ

る
と
、
医
師
は
、
同
僚
の
医
療
上
の
エ

ラ
ー
を
あ
ま
り
報
告
し
な
い
こ
と
が
分

か
っ
て
い
る
15）
。
さ
ら
に
、機
密
保
護
は
、

明
確
に
定
義
さ
れ
た
ピ
ア
レ
ビ
ュ
ー
か

治
療
の
質
委
員
会
に
限
定
さ
れ
る
傾
向

が
あ
る
。
例
え
ば
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア

州
で
は
、
感
染
制
御
委
員
会
な
ど
の
医

療
ス
タ
ッ
フ
委
員
会
に
よ
っ
て
作
成
さ

れ
た
記
録
は
、
ピ
ア
レ
ビ
ュ
ー
保
護
の

資
格
を
有
す
る
が
、
純
粋
に
管
理
上
の

記
録
は
、
保
護
の
範
囲
外
で
あ
る
16）
。

場
合
に
よ
っ
て
は
管
理
者
へ
の
開
示
を

保
護
す
る
州
も
あ
る
が
、
何
が
保
護
さ

れ
そ
う
で
、
何
が
保
護
さ
れ
な
さ
そ
う

か
に
つ
い
て
、
弁
護
士
に
相
談
す
る
こ

と
が
常
に
望
ま
し
い
17）
。

病
院
は
、
複
数
の
部
門
が
質
の
評
価

に
関
与
す
る
場
合
、
州
の
ピ
ア
レ
ビ
ュ

ー
保
護
の
維
持
を
求
め
る
に
当
た
り
、

微
妙
な
問
題
に
直
面
す
る
。
こ
れ
に
よ

り
、
病
院
全
体
の
質
を
検
討
し
よ
う
と

す
る
病
院
は
、
ジ
レ
ン
マ
に
陥
る
。
情

報
を
保
護
し
つ
つ
活
用
す
る
方
法
は
あ

り
、
特
に
、
医
療
ス
タ
ッ
フ
規
則
に
お
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い
て
質
の
問
題
に
つ
い
て
よ
り
広
く
論

じ
る
こ
と
を
規
定
す
る
こ
と
が
挙
げ
ら

れ
る
。
ピ
ア
レ
ビ
ュ
ー
に
お
い
て
収
集

し
た
情
報
を
、
病
院
全
体
の
分
析
に
使

用
し
よ
う
と
考
え
て
い
る
病
院
は
、
利

用
可
能
な
州
と
連
邦
の
保
護
の
す
べ
て

を
最
大
限
利
用
で
き
る
よ
う
に
、
弁
護

士
と
緊
密
に
打
ち
合
わ
せ
る
べ
き
で
あ

る
。「

料
理
本
」 

医
療（“cook-

book” m
edicine

）へ
の 

医
師
の
抵
抗

一
般
的
に
、
患
者
が
安
全
で
高
い
質

の
医
療
を
受
け
る
こ
と
に
医
師
ら
は
同

意
す
る
が
、
こ
の
同
じ
医
師
ら
が
、
医

療
を
ど
の
よ
う
に
し
て
安
全
で
高
い
質

の
も
の
と
す
る
か
に
つ
い
て
は
意
見
を

異
に
す
る
。
質
の
測
定
の
標
準
化
と
、

証
拠
に
基
づ
く
診
療
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に

つ
い
て
、
多
く
の
医
師
は
、
一
貫
性
を

有
す
る
医
療
の
質
へ
の
第
一
歩
で
あ
る

と
見
て
い
る
。
し
か
し
、
他
の
医
師
は
、

標
準
化
を
「
料
理
本
」
医
療
で
あ
る
と

し
て
拒
絶
し
て
い
る
。
医
療
は
、
個
々

の
医
師
の
診
療
ス
タ
イ
ル
と
臨
床
上
の

意
思
決
定
に
お
い
て
、
強
力
な
自
律
の

伝
統
を
有
し
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
多

く
の
医
師
は
、
自
律
性
に
対
す
る
い
か

な
る
侵
害
に
も
抵
抗
し
、
診
療
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
お
よ
び
エ
ビ
デ
ン
ス
・
ベ
ー
ス

ド
・
メ
デ
ィ
ス
ン
（
Ｅ
Ｂ
Ｍ
）
を
、
治

療
の
質
に
寄
与
す
る
も
の
で
は
な
く
、

金
銭
的
18）
ま
た
は
他
の
管
理
上
19）
の
考

慮
に
動
機
付
け
ら
れ
て
い
る
と
見
て
い

る
20）
。

も
ち
ろ
ん
、
患
者
は
個
々
に
異
な
り
、

治
療
に
予
期
し
な
い
反
応
を
示
す
患
者

も
い
る
。
質
の
測
定
は
、
上
手
に
行
わ

れ
な
い
と
、
よ
り
複
雑
な
患
者
群
や
低

い
社
会
・
経
済
的
地
位
の
患
者
（
通
常
、

治
療
の
適
応
が
困
難
で
あ
る
）、
診
察

時
に
す
で
に
病
状
が
進
行
し
て
い
る
患

者
を
治
療
す
る
医
師
を
処
罰
す
る
こ
と

に
な
り
か
ね
な
い
21）
。
こ
の
よ
う
な
困

難
さ
か
ら
、
医
療
ス
タ
ッ
フ
、
医
療
グ

ル
ー
プ
、
ま
た
は
専
門
学
会
な
ど
の
標

準
化
を
促
進
す
る
側
に
対
し
て
、
医
師

が
自
律
性
を
侵
さ
れ
た
と
憤
慨
す
る
こ

と
が
増
え
て
い
る
。

有
効
な
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
、
本
当
に

証
拠
に
基
づ
い
て
お
り
、
信
頼
で
き
る

科
学
調
査
に
由
来
す
る
も
の
で
あ
る
。

ほ
と
ん
ど
の
医
師
は
、
こ
れ
ら
の
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
が
、
治
療
を
改
善
す
る
こ
と

の
手
助
け
と
な
る
こ
と
を
理
解
で
き
た

時
に
は
、
肯
定
的
に
応
答
す
る
22）
。
病

院
が
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
実
施
す
る
際
、

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
患
者
に
ど
の
よ
う
に

よ
り
よ
い
結
果
を
も
た
ら
す
か
に
つ
い

て
、
医
師
が
十
分
に
教
育
さ
れ
て
い
る

か
確
認
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
ま

た
、
医
師
を
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
設
置
に

関
与
さ
せ
る
こ
と
も
重
要
で
あ
る
。
指

導
的
立
場
に
あ
る
医
師
は
、
他
の
医
師

と
質
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
つ
い

て
話
を
す
べ
き
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、

医
師
は
、
同
僚
か
ら
聞
い
た
場
合
に
は
、

そ
の
情
報
を
よ
り
受
け
入
れ
や
す
い
か

ら
で
あ
る
。
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
す
で
に

実
施
さ
れ
て
い
る
場
合
も
、
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
を
改
善
す
る
に
当
た
っ
て
の
微
妙

な
差
異
に
つ
い
て
完
全
に
調
査
し
続
け

る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
そ
し
て
、
も

ち
ろ
ん
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
考
慮
す
べ

き
重
要
な
要
素
で
あ
る
が
、
考
慮
さ
れ

る
べ
き
唯
一
の
問
題
で
あ
っ
て
は
な
ら

な
い
。

医
療
の
質
の
破
壊
か
、 

擁
護
か
？

同
僚
に
対
し
て
口
汚
な
か
っ
た
り
、

患
者
に
対
し
て
危
険
で
有
害
な
医
師
が
、

自
ら
は
患
者
の
ケ
ア
の
擁
護
者
で
あ
る

と
主
張
す
る
こ
と
が
あ
る
。
自
分
で
は

擁
護
と
思
っ
て
い
る
こ
と
が
、
他
者
に

は
有
害
で
あ
る
と
映
る
こ
と
を
理
解
す

れ
ば
、
そ
の
医
師
は
、
行
動
を
変
え
よ

う
と
す
る
だ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
医
師

は
、
同
僚
に
対
す
る
適
切
な
フ
ィ
ー
ド

バ
ッ
ク
や
、
自
ら
の
行
動
が
チ
ー
ム
の

力
学
を
侵
す
こ
と
に
よ
っ
て
い
か
に
患

者
を
害
し
て
い
る
か
に
つ
い
て
、
教
育

さ
れ
る
必
要
が
あ
る
23）
。

質
に
対
す
る
ク
レ
ー
ム
を
、
ピ
ア
レ

ビ
ュ
ー
の
対
象
と
な
る
こ
と
へ
の
盾
に

使
お
う
と
す
る
医
師
も
い
る
。
ピ
ア
レ

ビ
ュ
ー
を
避
け
る
た
め
に
質
に
対
す
る

ク
レ
ー
ム
を
使
う
医
師
は
、
内
部
告
発

者
保
護
法  

24）（w
histleblow

er statu-
tes

）を
活
用
し
て
自
ら
を
保
護
し
よ
う

と
す
る
こ
と
が
あ
る
。
例
え
ば
、
カ
リ

フ
ォ
ル
ニ
ア
州
法
の
下
で
は
、
質
に
対

す
る
ク
レ
ー
ム
を
述
べ
る
医
療
ス
タ
ッ

フ
は
、
報
復
か
ら
保
護
さ
れ
て
い
る
25）
。

ク
レ
ー
ム
か
ら
1
2
0
日
以
内
に
な
さ

れ
た
医
療
ス
タ
ッ
フ
の
メ
ン
バ
ー
に
対

す
る
措
置
は
、
差
別
的
で
あ
る
と
推
定

さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
措
置
は

幅
広
く
定
義
さ
れ
て
お
り
、
医
療
ス
タ

ッ
フ
に
対
し
て
な
さ
れ
た
ほ
と
ん
ど
す

べ
て
の
否
定
的
措
置
を
含
ん
で
い
る
。
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こ
れ
に
は
、
秘
匿
特
権
の
縮
小
や
一
時

停
止
が
含
ま
れ
る
26）
。
こ
の
推
定
は
反

証
を
許
す
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
法
律

に
違
反
す
る
こ
と
は
、
罰
金
を
科
せ
ら

れ
る
軽
犯
罪
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
に
よ

り
、
た
と
え
措
置
が
十
分
正
当
化
さ
れ

る
も
の
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
差
別
的

で
あ
る
と
推
定
さ
れ
る
期
間
内
に
お
け

る
医
師
に
対
す
る
ピ
ア
レ
ビ
ュ
ー
手
続

は
萎
縮
す
る
こ
と
に
な
る
。

質
の
監
督
を
行
う
、
よ
り
広

範
な
理
事
会（governing 

board

）が
必
要
で
あ
る

強
い
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
に
よ
っ
て
、

医
療
の
質
と
患
者
の
安
全
に
再
度
、
焦

点
を
当
て
る
よ
う
病
院
の
文
化
を
変
え

る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
。
質
に
関
す
る

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
発
展
さ
せ
る
際
に
は
、

す
べ
て
の
段
階
に
医
師
を
関
与
さ
せ
る

こ
と
が
重
要
で
あ
る
が
、
理
事
会
は
責

任
を
と
り
、
関
与
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
ま
た
理
事
会
は
、
自
ら
患
者
安
全

の
責
任
を
と
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

理
事
会
は
達
成
可
能
な
患
者
安
全
目
標

を
設
定
し
、
明
確
な
病
院
内
の
シ
ス
テ

ム
レ
ベ
ル
で
の
測
定
法
を
確
立
し
、
設

定
し
た
目
標
に
病
院
が
到
達
し
て
い
る

か
報
告
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
27）
。

解
決
の
た
め
に
は
、
デ
ー
タ
を
収
集
す

る
こ
と
が
決
定
的
な
手
段
で
あ
る
。
あ

る
病
院
で
は
、
留
置
中
心
静
脈
ラ
イ
ン

の
た
め
の
無
菌
環
境
の
創
設
に
必
要
な

ス
テ
ッ
プ
が
欠
け
て
い
る
場
合
が
あ
っ

た
が
、
こ
れ
は
、
す
べ
て
の
医
療
器
材

を
す
ぐ
に
用
意
す
る
こ
と
が
困
難
だ
っ

た
か
ら
で
あ
る
。
解
決
策
は
、
素
早
く

取
る
こ
と
が
で
き
る
す
べ
て
の
医
療
器

材
の
束
を
作
る
こ
と
で
あ
っ
た
28）
。
特

定
の
害
を
避
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ

の
よ
う
な
イ
ン
シ
デ
ン
ト
に
関
連
す
る

個
人
へ
の
ピ
ア
レ
ビ
ュ
ー
を
避
け
る
こ

と
が
で
き
た
。

質
を
向
上
さ
せ
る
た
め
に
、
学
際
的

な
チ
ー
ム
を
創
設
す
る
こ
と
の
利
点
を

見
つ
け
た
病
院
も
あ
る
。
そ
こ
で
は
病

院
全
体
の
ス
タ
ッ
フ
が
、
医
療
ス
タ
ッ

フ
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
る
。
例
え
ば
、

患
者
安
全
に
は
手
洗
い
が
い
か
に
重
要

で
あ
る
か
を
病
院
部
門
が
理
解
し
た
場

合
、
洗
面
台
と
衛
生
設
備
の
修
繕
を
優

先
化
す
る
よ
う
シ
ス
テ
ム
を
変
更
す
る

だ
ろ
う
29）
。

多
く
の
病
院
に
お
い
て
、
質
の
問
題

は
部
署
ご
と
に
異
な
る
。
病
院
全
体
を

一
度
に
一
掃
す
る
よ
う
な
変
化
を
さ
せ

よ
う
と
す
る
の
で
は
な
く
、
個
々
の
部

署
を
評
価
し
、
改
善
す
る
こ
と
に
上
級

指
導
者
が
焦
点
を
当
て
る「
部
署
採
用
」

プ
ロ
グ
ラ
ム
か
ら
利
益
を
得
る
病
院
も

あ
る
30）
。
こ
れ
は
、選
別
さ
れ
た
部
署
に
、

よ
り
焦
点
を
当
て
、
よ
り
小
さ
な
尺
度

で
変
化
が
成
功
し
て
い
る
か
を
調
査
す

る
こ
と
が
で
き
る
と
の
利
点
が
あ
る
。

病
院
に
小
さ
な
定
期
的
に
変
化
を
も
た

ら
す
ほ
う
が
、
簡
単
で
よ
り
有
効
で
あ

る
こ
と
が
多
い
31）
。
小
さ
な
変
化
は
抵

抗
を
受
け
る
こ
と
が
少
な
い
し
、
取
り

扱
い
が
よ
り
容
易
で
あ
る
。
し
か
し
、

個
々
の
部
署
に
変
化
を
も
た
ら
す
場
合
、

病
院
は
、
病
院
全
体
に
同
一
の
ピ
ア
レ

ビ
ュ
ー
基
準
を
適
用
す
る
よ
う
気
を
つ

け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

結　

論

病
院
が
医
療
の
質
に
対
し
て
責
任
を

持
つ
よ
う
、
ま
す
ま
す
要
求
さ
れ
る
現

状
に
お
い
て
は
、
悪
い
処
置
に
関
し
て
、

ピ
ア
レ
ビ
ュ
ー
を
通
し
て
個
人
に
責
任

を
負
わ
せ
る
こ
と
と
、
エ
ラ
ー
が
起
き

た
シ
ス
テ
ム
を
調
査
す
る
こ
と
と
の
微

妙
な
バ
ラ
ン
ス
を
考
慮
す
る
こ
と
が
重

要
で
あ
る
。
質
を
調
査
す
る
の
に
使
用

し
た
情
報
を
ど
の
よ
う
に
し
て
保
護
す

る
か
に
関
す
る
微
妙
な
点
に
つ
い
て
は
、

病
院
は
弁
護
士
と
協
調
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
質
を
よ
り
広
範
囲
に
調
査
す

る
こ
と
に
よ
り
、
よ
り
目
覚
し
い
改
善

が
な
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。
病
院
は
、

医
療
ス
タ
ッ
フ
の
指
導
者
と
協
調
し
、

医
療
ス
タ
ッ
フ
を
質
の
測
定
の
実
現
に

参
加
さ
せ
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
理
事
会
は
、
理
事
会
自
身
が
管

理
部
、
医
療
ス
タ
ッ
フ
か
ら
受
け
取
っ

た
情
報
に
基
づ
き
、
決
断
を
下
し
、
院

内
を
よ
り
制
御
す
る
必
要
が
あ
る
32）
。

協
調
す
る
こ
と
に
よ
り
、
す
べ
て
の
病

院
の
指
導
者
は
、
質
の
向
上
に
お
い
て

利
益
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
。

【
注
】

1） 〔
翻
訳
者
注
〕 「
決
し
て
起
こ
し
て

は
な
ら
な
い
事
象
」
を
意
味
し
、
こ
の

結
果
必
要
と
な
っ
た
医
療
行
為
に
対
し

て
は
、
診
療
報
酬
は
支
払
わ
れ
な
い
と

さ
れ
る
。

2）“Prom
oting Patient Safety

：

C
IG

N
A
 to Stop R

eim
bursing 

H
ospitals for N

ever Events and 
A
voidable H

ospital Conditions,” 
Business W

ire

（A
pril 17, 2008

）；
N
adra K

areem
, “A

nthem
 Says it 

時　論
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W
on’t Pay for H

ospital Errors," 
San Fernando V

alley Business 
Journal

（M
ay 12, 2008

）.
3）K

ohn LT
, et al, eds

：T
o Err 

is H
um

an
：Building a Safer H

e-
alth System

, N
ational A

cadem
y 

Press, W
ashington, D

C, 2000. 〔
翻

訳
者
注
〕 

邦
訳
は
『
人
は
誰
で
も
間
違

え
る
』。

4）
〔
翻
訳
者
注
〕 

米
国
訴
訟
に
お
い

て
は
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
（D

iscovery
）

と
い
う
制
度
が
あ
り
、
当
該
訴
訟
に
関

連
す
る
情
報
は
原
則
と
し
て
す
べ
て
相

手
方
に
開
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

さ
れ
る
。
こ
の
開
示
義
務
か
ら
除
外
さ

れ
る
例
外
と
し
て
、
秘
匿
特
権
（pri-

vilege

）と
ワ
ー
ク
プ
ロ
ダ
ク
ト（w

ork 
product

）が
あ
る
。
秘
匿
特
権
の
典
型

例
と
し
て
は
、
弁
護
士
│
依
頼
者
秘
匿

特
権（A

ttorney Client Privilege

）

が
あ
り
、
弁
護
士
と
依
頼
者
と
の
間
の

交
信
に
関
し
て
は
、
こ
の
秘
匿
特
権
を

放
棄
し
な
い
限
り
、
開
示
し
な
く
て
よ

い
。
こ
れ
は
、
依
頼
者
は
弁
護
士
に
法

律
相
談
を
行
う
に
当
た
り
、
弁
護
士
に

伝
え
た
こ
と
が
将
来
相
手
に
開
示
さ
れ

な
い
と
い
う
こ
と
が
担
保
さ
れ
て
初
め

て
弁
護
士
に
真
実
を
告
げ
る
こ
と
が
で

き
る
の
で
あ
り
、
そ
う
で
あ
っ
て
初
め

て
弁
護
士
も
適
格
な
助
言
を
行
う
こ
と

が
で
き
る
こ
と
か
ら
、
定
め
ら
れ
た
も

の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
秘
匿
特
権
は
絶

対
的
な
も
の
で
は
な
く
、
い
っ
た
ん
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
内
容
を
外
部
に

漏
ら
し
た
場
合
に
は
、
秘
匿
特
権
を
放

棄
し
た
も
の
と
み
な
さ
れ
、
外
部
に
漏

れ
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
だ
け
で
な

く
、
当
該
事
項
に
関
す
る
両
者
間
の
他

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
も

開
示
可
能
と
な
る
〔
浅
香
吉
幹
『
ア
メ

リ
カ
民
事
手
続
法
・
第
2
版
』
79
〜
83

ペ
ー
ジ（
弘
文
堂
、2
0
0
8
年
）〕。
本

文
の
文
脈
で
は
、
ピ
ア
レ
ビ
ュ
ー
プ
ロ

セ
ス
は
秘
匿
特
権
等
で
開
示
か
ら
保
護

さ
れ
て
い
る
が
、
ピ
ア
レ
ビ
ュ
ー
の
結

果
を
シ
ス
テ
ム
是
正
の
た
め
に
使
用
し

よ
う
と
す
る
と
、
秘
匿
特
権
を
放
棄
し

た
と
み
な
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
い

う
恐
れ
が
あ
り
、
そ
の
た
め
に
そ
の
よ

う
な
試
み
を
躊
躇
す
る
こ
と
を
指
し
て

い
る
。

5）〔
翻
訳
者
注
〕 

著
者
のM

orrigan

弁
護
士
に
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
傲
慢
、

非
協
力
的
で
、
チ
ー
ム
プ
レ
ー
ヤ
ー
足

り
得
な
い
医
師
を
意
味
す
る
と
ご
教
示

い
た
だ
い
た
。

6）
〔
翻
訳
者
注
〕
著
者
のM

orrigan

弁
護
士
に
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
ピ
ア
レ

ビ
ュ
ー
を
運
営
す
る
者
は
、
医
療
の
質

を
向
上
さ
せ
る
た
め
に
は
、病
院
、医
師
、

医
療
ス
タ
ッ
フ
、
政
府
の
監
督
官
庁
で

そ
れ
ぞ
れ
求
め
る
も
の
が
異
な
る
こ
と

（
例
：
病
院
は
、
病
院
の
存
続
・
経
営
、

患
者
の
確
保
に
興
味
を
有
す
る
。
医
師

は
、
患
者
を
よ
り
気
に
か
け
る
が
、
政

府
や
病
院
な
ど
か
ら
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

を
受
け
た
く
な
い
と
考
え
る
。
医
療
ス

タ
ッ
フ
は
、
病
院
や
保
険
会
社
と
の
交

渉
に
お
い
て
よ
り
有
利
に
な
り
た
い
と

考
え
る
。
政
府
の
監
督
官
庁
は
、
質
を

向
上
さ
せ
た
い
が
、
是
正
措
置
を
と
る

こ
と
で
公
衆
に
よ
り
よ
く
見
ら
れ
た
い

と
考
え
る
）を
理
解
す
る
必
要
が
あ
る

こ
と
を
意
味
す
る
と
ご
教
示
い
た
だ
い

た
。7）

注
3
参
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8） Robert M
.  W

achter

：U
nder-

standing Patient Safety, “Basic 
Principles of Patient Safety," p17
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10） Linda T
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報
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特
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放
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